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3o年以上も昔のことになります。今は骨董品店に行つても見当らないような、イカベベなど

というカメラを操つていた時代のことです。そうした古い時代には、ときどきカメラの露出早見

盤を見かけたことがありますD今でもあるでしようか ?

その露出早見盤の内側の円にはFナ ンバー、外側の円には露出の秒数が刻まれていました。内

側の円にもう一つあけられた小穴には、 “晴天の日"な どと書かれていたように思います。

天体写真用に全く同じものが使えるのではないかと思つて、再現して見ました。以下はその工

作法です。

早見作 りの基本式

拡 つた天体 (太陽、月、 コロナなど)について、露出表を作るための基準となる式は

L(フ オト)=二1誌・B(スチルカ

で、それぞれの符号は、L(フ 芽卜)はフィルム上の照度、 B(ス チルプ)は天体の輝度、πは

3。1416(円周率)、 Tは レンズとフィルターの吸収、 Fは Fナ ンバーをあらわしています。

フィルムの相反則不軌を無視すると、フィルム上の照度Lは、露出時間に比例しますから、上

の式は

t/F2=K とおきかえられます。

ここにKは、天体の輝度、フィル●の感度、フィルターなどできめられる定数です。上式の対

数を取ると

10g t・-210g F=log K

これで、早見盤を作るための基本式はでき上りました。

早見盤の工作

用意するものは、厚さ l爾位の 10“角のボール紙 2枚 とイ)ト メです。買いに行くのが面倒な

人は、大型封筒についている留め金をていねいに外せば、十分まに合います。道具は
ハサミとカ

ッター、コンパスとデバイダー、それにボールベンです。

とにかく携帯用ですから、ポケットにおさまる大きさに、外側の円から押さえて行きます。

10c"の ボール紙の一方には半径 45爾、 40“、 35"の 同心円を書きます。 もう一方は

35"牲 30爾半径の同心円を作ります。それぞれの外側の円、直径 90η と直径 70商の円を

ハサ ミで切り出す前に、次のように作図してくださし、

デバイダーは製図器セットの中に入つています力ヽ  コンパスで代用してももちろんかまいませ

ん。
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Fナ ンバーは内側の円ですから、 0.0“を基準に取 つて、反時計回りに直径 70商の円周上に、

デバィダーでつぎつぎと多角形を作図します。

第 1図のように、円の中心と今プロットした点を結んてヽ  2つ の円周の間に線分をハッキリ書

いて、 Fナ ンバーを2、 2.8… …と記入します。次は大きい円盤の方です。

まず直径 90爾の円盤の直径 70爾の円周上に、第 2表通りの多角形をプロットしてくださレЪ

円の中心と今とつた点を通る線分を直径 80爾と70物の円周内に書き込んだ諷 外側の円に露

出時間を記入してくださレゝ (図 2)

〔表 1〕 小さい円盤の作図 〔表2〕 大きい円盤の作図

F  辺の長さ F  辺の長 さ 露出時間 辺の長 さ

2     0。 o躙
"

2.8   11.4

4   12.1

5。6   11.4

8   12.1

10    7.6

12    6.2

14    5.3

16    4.6

18   4。 0

ハサミで2つの円の外周りを切り取 つた後■ 小さな円 (直径 70商)の

間に、直径 60商の円
´
に接する直径 8商の小さい円を書いて、これも、カッ

ださし、

22の 円盤の中心をハトメで止めると、これでほとんど完成で丸
コロナ、月、太陽の露出データ

太陽コロナ用に露出早見盤を使うときは、F/2と 1/125秒、もう一つ

秒ですが、この二つの線分を一致させて、 8商の小円の中にボールペンで円
に 100と 書きます。これがASA感 度です。 ASA400に 対して、 F/
秒でシヤッターが切れるはずですから、F/2と 1/500秒の線分な 円盤
8ミ リ円の中に太い円を書き、中に小さく400と書き入れてくださし、

F/2と 200の 中

ターで切 り抜いてく

合う点はF/50と 5

を太く書きこみ、中

2だ つたら、1/500

を回わして合かせて、
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60   6。 2

80    98

100   7.6

150  13。 8

200   9。 8

1/1000秒
1/500

1/250

1/125

1/60

1/30

1/15

1/8

1/4

1/2

1

2

3

4

5

10

0。0ミ リ

11。 8

11。8

11.8

12.5

11.8

11.8

10.7

11。8

11.8

11.8

11。8

6.9

4.9

3.8

11。8

-14-



月面写真用には、 1/250秒の点からデバイダーで反時計回わ りに8.7商の点を円周上にプロ

ットして、この点にF/10を合わせてくださし、小円に (8ミ リの)今度は青鉛筆で丸く書いて

100 としてくださレゝ

太陽用には、あまり太陽は明るすぎるのでヽ D5の NDフ ィルターをかけて (1/100,000)

撮影データをきめましよう。太陽用には1/1000秒の点からデバイダーで反時計回わりに8.7

爾の点を円周上にプロットして、この点とF/10を合わせてくださレ、直径 8商:の 円の中に100

と記入しましよう。太陽用の小円は赤鉛筆で丸を入れておきましよう。円が小さいのでこれ以上

は書きこめないでしよう。

露出早見盤がだいぶこみ入 つてきましたカミ 円盤中央に太陽コロナ用 :黒、月 :青、太陽 :赤

(D5)とでも記入しておけば、まごつくこともないでしよう。

〔図1〕 小さい円盤の作図
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〔図2〕 大きい円盤の作図



簡単な工作ですが。 一枚作っておくと、 一晩中かけて月の撮影をし たの1;:.. フィルム一 本全部

ダメにしたりするような失敗はまぬがれられると思います。

最後に露出早見盤の使い方を説明します。月の場合の撮影について述べると、ASAIOO の

フ ィ ルムに対して、F/20の望遠鏡を使ったら、適正露出は一 号近い1/30秒だというように、

早見盤を愛用してください。
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